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The Present Conditions and Problems of Acceptance of Candidates for EPA Care Workers:  
Based on the Investigation of Key Question Papers to Acceptance Institutions















































































































































































































































































全体 137,961 88,190 63.9




全体 136,375 87,797 64.4








































































































































































































































タイプ 受験者数 合格者数 合格率（％）
［Ⅰ］  就労重視・自己努力型 6 4 66.6
［Ⅱ］  研修重視・自己努力型 5 1 20.0
［Ⅲ］  研修重視・施設支援型 15 10 66.6
［Ⅳ］  就労重視・施設支援型 5 4 80.0
（平均61.2％）
注）本調査の合格率の平均は全国平均と比較してかなり高い。
注
１）	 	厚生労働省社会保障審議会「資料：介護人材の確保関係」2013年６月
２）	 	梶田孝道（編）『新・国際社会学』名古屋大学出版会，2005年，p114-
136
３）	 	国際厚生事業団平成26年度版「EPAに基づく外国人看護師・介護福祉
士受入れパンフレット」
４）	 	日尼EPA，日比EPAの両協定条文には，「自然人の移動」について，「サー
ビスの貿易」とは別の独立した章が設けられ，それぞれの付属書にお
いて看護師候補者，介護福祉士候補者などについての受入れ内容が記
載されている。これにより日本とアジア諸国とのEPAにおける「人の
移動」に対する位置づけの重要性を確認することになった。
５）	 	2010年度までは，日本語教育は来日後に行われるだけであった。2011
年度からEPA枠外ではあるが，母国での日本語予備教育が組み入れら
れ，就労前の日本語学習期間も2011年度からは９ヵ月に，2012年度の
インドネシアは１年になった。なお，日越EPAにおいては日本語能力
（日本語能力試験N３以上の合格者）が初めて受入れ要件として課され
ることになった。
６）	 	厚生労働省社会・援護局福祉基盤課「インドネシア人介護福祉士候補
者受入実態調査の結果について」（2010年３月24日）。
７）	 	国際厚生事業団，前掲パンフレット
８）	 	来日する候補者数は年々減少しているが，これは日本側の受入れ施設
の減少によるものである。主な原因は，国家資格取得に向けての国家
試験対策に対する施設の負担が大きいことがあげられている。
９）	 	国際厚生事業団が開催した「EPA介護福祉士候補者　2011年度介護福
祉士国家試験合格報告会」（2012年４月16日）で示した。
10）	 	南日本新聞（2012年５月４日）
11）	 	読売新聞（2012年１月29日）
12）	 	朝日新聞（2009年２月26日），日本経済新聞（2010年５月７日）
13）	 	候補者育成にかかる施設側の経済的・人的負担は重く，候補者を受入
れる施設は減少している（朝日新聞，2009年５月９日）
14）	 	朝日新聞（2010年２月18日）
15）	 	厚生労働省はEPA候補者の受入れは「労働力不足への対応ではない」
とのスタンスを取り続けてきた。そのため政府による受入れ施設への
サポート態勢の整備が遅れ，就労と研修，とりわけ日本語教育や国家
試験対策は各施設に任されてきた。
赤羽 克子　高尾 公矢　佐藤 可奈  研究論文　EPA介護福祉士候補者の受入れ態勢の現状と課題
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